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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文は2部構成で，第1部は適応フィルタによる短時間スペクトル分析とその採譜処理および音

声分析への応用について，第2部は適応フィルタによる画像申の周期性雑音の除去について述べてい

る。適応フィルタは，可変重みを調整することにより自分で学習して希望の波形を出力するようにな

るフィルタである。本論文では従来の適応フィルタと異なる構成で，あらかじめ用意した正弦波余弦

波の係数倍の和と入力波形の差を逐次減らす方向に係数を調整することにより変動する入力信号の短

時間周波数分析を行えることを示し，収束条件などを詳細に検討した。その結果分析精度，入力の変

動への追随性などについて従来のFFTを利用する方法より優れていることを示した。応用として計

算機上に採譜処理システムを構築し，ピアノ曲の音響データより楽譜を作成して，音階の同定精度な

どを検討した。また音声の高分解能周波数分析を行うことにより，従来困難とされていた／㎜e／と／

。e／の区別を可能とする話者によらない特徴を抽出することができた。第2部では画像信号の小振幅

成分と大振幅成分を分離するフィルタと適応フィルタを併用することにより従来困難であった条件下

での画像申の周期性雑音の除去を行うことができた。

審　査　の　要　旨

　適応フィルタの応用についてはWidrowらにより種々のものが報告されているが，それらとは異な

る新しい方法で短時問スペクトル分析ができることを示し，収束条件を求めたこと，原島らによるε

分離非線形ディジタルフィルタと適応フィルタを組み合わせることにより新しい雑音除去の方法を開
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発したことは大きな成果である。また適応フィルタによるスペクトル分析は採譜処理や音声分析に適

していることを示し，実際に処理システムを構築して有効性を確認したことは工学的に意義あるもの

と考えられる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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